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符
朱
位
向
市
山
手
察
線
療
湾
滞
納
圃
隅
同
跡
、
県
内
応
大
愈
怠
緩
察
衛
惨
だ
ら
レ
殺
し
だ
a
媛
波
で
も
ミ
伊

纂
溢
却
の
群
線
総
回
融
同
抽
出
張
訟
に
不
安
殺
蹴
叫
し
さ
字
、
い
ま
す
。
怒
り
本
憶
の
獲
量
察
犯
よ
る

大
き
滋
後
識
は
い
暗
臨
時
俳
で
お
て
い
家
神
叫
ん
硲
レ
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
綴
畿
を
ζ
つ
む
ら
な
い
と

滋
織
り
ま
を
向
。
自
問
問
4
・8
内
陣
、
妨
M
K
m
w
a
h
こ
れ
夜
機
会
に
、
市
民
め
万
一
人
ひ
と
り
が
池
綴
に
抑
制

す
る
綴
幽
明
後
世
間
め
、
尽
緩
か
ら

+λ
対
比
時
畿
地
問
と

ω鍛
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
め
擦
で
し
ょ
う
。

開1罷iま
災

第

害

時

論

静

設

住

動に
綿

密

蜘
対
峠
開
韓
間
っ
て
〈
る
地
官
時
ふ
だ
ん
冷
災
の
時
も
、
地
震
に
よ
る
家
屋
町
一
制
緩

融
貯
な
人
で
も

n
イ
ザ
彬
と
い
う
と
魯
に
よ
り
も
、
火
の
本
総
末
に
よ
ち
火
災
害

問
設
で
も
あ
わ
て
て
し
ま
う
も
の
で
と
な
り
ま
し
た
。
地
緩
で
叫
怖
い
の
は
ど

す
の
ふ
み
鋭
機
な
地
緩
か
ら
身
を
ゆ
る
た
次
災
惑
に
よ
る
後
轡
が
大
事
く
な
っ
て

め
に
は
、
沈
枇
嶋
崎
惨
な
行
動
が
必
要
に
し
ま
も
フ
ニ
と
で
す
。

な
り
ま
す
。
ぬ
柵
酬
の
時
は
「
蹴
後
だ
.
火
金
品
問
一
せ
」

い
ま
ま
で
の
地
援
の
例
か
ら
い
っ
て
と
叫
ん
で
く
必
さ
い
。
欲
後
や
緯
近
海
m

も
、
あ
わ
て
て
外
に
淡
び
出
し
、
上
か
へ
的
時
び
か
け
に
も
を
り
ま
サ
が
、
自

ら
逃
ち
て
事
た
カ
ワ
ラ
や
数
械
で
ケ
草
分
白
身
寄
冷
鯵
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り

を
す
ゐ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
す
。
大
揺
れ
が
お
き
ま
っ
て
か
ら
火

外
じ
遂
げ
燃
し
た
の
で
は
、
家
の
中
町
を
消
し
て
も
巡
〈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
務

史
的
級
車
も
で
き
ま
せ
ん

P

筒
淑
大
裁
ち
縫
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
m

一
時
一
轟
替
立
構
韓
一
麓

喜
楽
し
い
拙
惜
し
時
織
り
だ
く
さ
ん

渡
益
い
山
悶
ず
り
に
受
験
と
一

絡
に
お
お
か
け
〈
だ
寺
、

V
盟副時

8
m月
mm
日
(
B
)午
前
附
日
同
時
1

午
後
3
時

噛

V

描
嶋
一
附
中
央
公
開
山
館

V
催
し
物
子
供
達
な
ど
の
作
ロ
間
関
拭
可

手
作
り
作
品
均
党
令
、
コ
ン
サ
ー
ト
‘

ス
タ
シ
プ
ラ
リ
i
(ゲ
i
ム
、
勝
品
品
を

用
意
)
、
例
例
議
開
明
な

r

命
的
帽
視
察

8
R
U
B
(中一級
7
時
1

9
時
)
門
い
は
、
中
央
公
開
問
材
開
で
務
総
、

酬
明
劇
的
削
躍
し
命
令
い
ま
す
を

V
問
問
い
合
わ
せ
議
絞
総

踏
ま
つ
り
の
準
織
や
会
場
絞
殺
な
ど
の

瀦
カ
績
を
纂
築
し
て
い
ま
す
e

w
v
g
時

9
u
n
U
目
、
泌
総
午
前
9
時
以
上
の
滋
向
感
住
者

部
分
か
ら

V
申
し
込
み
殺
人
ク
ラ
ブ
合
同
胤

V
場

所

つ

つ

ヒ

荘

は

会

長

い

い

増

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

c

v内
総
*
農
繁
余
(
門
M
B
3
日

n)

一
絞
的
方
は
8
n出
8
(
必
緩
)

総
磁
、
事
官
滋
1

附
平
案
、
成
花
、
手
芸
、
ま
で
に
ハ
が
み
ぺ
で
演
出
晴
子
1
8
5

短
欲
、
俳
句
抽
出
冷
淡
芸
会
(
刊
M
U
H
}

お
術
役
続
福
祉
繰
へ
申
し
込
ん
で

務
時
間
、
民
組
側
、
数
議
曲
、
や
ロ
側
、
浪
曲
悶
‘
く
だ
さ
い
。
鎖
倒
出
描
胃
液
を
お
送
り

寸
劇
偽
ゆ
弔
問
問
器
、
将
棋
大
会
〈

u
g
)
し
ま
す
e

V
対
象
恋
人
ク
ラ
プ
会
関
投
び
剖
歳

V
潤
い
合
わ
せ
福
祉
綴

4以下王手のあびこ害警告企まつ 1)

家

臨

で

騎

築

。

話

し

合

い

舎

災
害
に
備
え
家
族
全
廃
?
六
一
耳
の
管
制
官
で
し
ょ
ミ
ま
た
、
滋
脚
職
場
所
は
申
財

務
、
幼
閥
均
や
恋
人
の
滋
臨
時
、
非
常
時
付
宅
か
ら
の
も
の
だ
け
ぜ
な
く
、
漁
然
観

ち
山
山
し
品
、
分
校
皮
な
ど
合
総
し
品
去
、
明
瑞
学
会
』
中
的
一
時
的
な
制
服
機
場
所
や
漆

国
汁
融
時
総
し
て
お
く
こ
と
が
ん
大
切
で
す
α

絡
万
仲
間
も
決
め
て
お
き
ま
す
。

中
期
的
選
臨
時
機
所
は
科
か
隊
{
左
表
事
そ
め
は
か
、
子
供
に
は
後
断
、
氏
名
、

黒
)
。
紋
織
泌
出
品
開
を
す
る
に
も
、
そ
ニ
へ
生
年
肉
付
段
、
車
液
籾
一
、
保
護
者
袋
、
給
料

滋
糊
賊
す
る
の
が
緩
ま
し
い
こ
と
で
す
。
的
な
滋
臨
時
総
川
崎
な
ど
を
総
入
し
た
も
の

そ
こ
で
、
時
制
叶
の
綾
特
的
な
送
縁
場
所
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
り
、
家
的
中
を
安

を
ど
こ
に
す
る
か
訣
め
、
必
ず
1
皮
は
金
一
に
す
る
た
め
家
呉
疑
問
紙
刷
阿
世
間
止
や

家
族
そ
ろ
ゥ
て
下
回
凡
を
し
、
遊
臨
時
ル
;
ガ
ラ
ス
の
飛
散
時
間
止
、
淡
大
治
的
綿
鐙

ト
も
2
つ
以
上
培
え
て
お
く
こ
と
が
必
な
ど
も
し
て
お
糸
ま
し
さ
つ
。

隣
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

記
智
麗
梅

市
で
は
、
災
害
に
機
£
防
災
対
織
を
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
し
を
作
成
し
ま
L
た

進
め
て
い
ま
す
が
、
市
日
照
的
方
に
も
紡
的
で
ご
滋
湾
く
だ
さ
い
。
な
お
雫
ハ
ン
ド

災
知
綴
を
ふ
か
め
、
務
総
阜
思
議
・
ど
跡
調
い
ブ
ッ
ク
は
由
自
治
会
を
議
と
て
各
家
経
に

淡
機
感
を
ち
っ
て
い
た
だ
く
た
め
寸
防
説
布
L
ま
し
た
が
、
ま
だ
樹
齢
布
さ
れ
て

い
会
い
だ
は
、
中
市
役
町
明
か
各
支
部
川
、

wvM
附
い
合
わ
せ
庶
務
滋
紛
災
保

大
治
震
の
批
判
ル
止
を
怒
出
血
し
て
総
合

防
災
抑
制
緩
を
一
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
叫
す
観
く
だ
幸
い

G

w
v
a
時

9
R
Z
H
〈
本
)
午
前
9
時

ー
ヤ
比
午
(
制
川
天
中
止
日

写
機
所
布
除
機
小
学
校

軍
内
務
*
国
同
辺
住
氏
・

る
議
臨
時
一
訓
練
、
務
総
消
火
州
削
機
、
壌

中
向
証
機
糊
削
柑
聴
率
+
巾
及
が
関
係
機
開
削
に

よ
る
治
火
判
例
腕
師
、
官
同
所
数
お
訓
練
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
複
町
田
馴
訓
練
な
ど

vhw注
窓
合
智
弘
一
日
午
前
9
時
に
警

戒
宣
震
を
総
定
し
て
市
内
一
斉
に
サ

イ
レ
ン
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
砂

マ
間
同
い
合
わ
せ
昨
悶
務
…
議
時
間
災
係

支守反対絶阪
川職後51 基主主

あ
な
た
の
近
く
の
避
難
場
所

回
曙
械
の
綾
田
苗
成
果
を
俊
輔
踏

轟
韓
響
曲
轟
韓

T 
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涯
の
一
夜
、
野
外
で
暁
縦
波
笈
は
い
の
会
場
じ
お
絡
し
く
だ
幸
い

E

入
場
は
よ
り
L
J
J
明
山
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
〉

か
が
で
す
か
u

普
制
刊
で
す
a

V

時
総
午
後
7
時
か
ら
9
時

務
保
内
少
年
椋
談
附
同
選
絡
協
談
合

rは、
V
上
一
柏
駅
棋
扇
舟
予
l
ア一一

JFiシ
ョ

V
持
品
世
教
物
(
野
外
の
た
め
)

幾
年
変
に
子
ど
主
語
に
寂
し
ん
で
も
ら
ン
「
わ
ん
ぱ
く
ナ
i
え
の
竜
玄
滋
汐

v
mい
会
わ
せ
役
会
教
管
課
器
〈
労

お
う
と
、
浴
内
各
議
品
化
映
制
問
会
音
符
つ
ル
え
の
ふ
し
容
な
旅
」
抽
出
〈
会
植
物
に

1
1
5
1

て
い
ま
す
&
ニ
的
暁
師
会
は
総
年
好
評

で
、
昨
相
T
M
M
1
0
0
0
人
以
上
集
ま
っ

た
会
織
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
同
同
、
下
畑
山
日
訟
で
行
い
ま
す
の

で
、
吋

vwt肢
で
地
京
嶋
崎
川
川
士
で
お
近
く

離会

制
鱗

g品
購
錦
繍
職
勧
鶴

よ署央l3l呈V

議事

弘主

や
叩
ル
院
総
町
民
槻
捕
ま
ち
づ
く
り
協
綴
会
で
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
品
稿
、
子
ど

は、

3
年
約
件
発
足
品
川
総
か
ら
‘
繊
維
も
遠
が
殺
し
め
る
よ
う
な
拙
憎
し
も
滋
り

枝
問
践
的
交
流
と
議
終
的
問
を
痛
め
る
た
め
だ
〈
さ
ん
u

J
榊
民
族
、
擦
り
汲
後
続
い

に
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
を
行
っ
て
き
合
わ
せ
て
ぷ
来
場
く
だ
苦
い
勿

ま
し
た
。

3
凶
B
を
行
か
え
る
今
問
酬
は
、

V
隠
時

8
月
即
時
へ
太
一
、
時
日
〈
門
口
)

吋
螺
ホ
の
田
鹿
市
民
脅
兇
直
そ
ヲ
し
を
〆
イ
ン
午
仲
間
S
時
か
ら
9
時
(
一
陣
叉
中
止
)

テ
!
?
に
、
伐
採
子
の
蹴
鳩
山
院
や
手
質
問
的

V
場
所
術
開
民
間
凶
議
餓
布
佐
分
鯨

に
問
問
す
る
フ
ィ
ル
ム
上
映
、
パ
ネ
ル
凝
マ
内
容
金
問
削
り
大
会
、
ザ
り
が
ぶ
つ

ポ
な
ど
を
実
域
自
分
た
ち
的
住
む
我
り
、
ス
イ
カ
制
倒
り
、
翁
投
げ
鍛
争
、
総

孫
子

ιつ
い
て
的
認
描
酬
を
深
め
て
い
ニ
疑
問
出
な
ど
滋
り
だ
〈
詳
ん
。

V
問
問
い
合
わ
せ
布
彼
耐
附
泌
総
ま
ち
づ

く
り
協
絞
令
官
(
山
町
〉
3
7
4
0

主
お
幻
目
、
給
自
の
午
後
5
時
か
ら

9
時
ま
で
は
、
下
向
側
斜
線
滋
分
は
漁
料
口

止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
住
い
。

舗に轟ヴ〈
饗蕗 3震の離覇
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間・ 8完投毘掛から
• 8月26陸後)まで

相
即
市
計
一
関
川
出
〈
昭
和
総
存
法
浮
世
市
1
6
0
号
}
情
期
制
叫
粂
第
2
項

に
お
い
て
地
中
同
期
す
る
附
附
法
第
M
M
品市耐用
1
項
川
町
線
洛
仁
よ
り
、
投
孫

子
抑
制
衛
計
一
関
邸
判
本
蜘
軌
宿
捌
開
土
地
問
比
一
間
験
線
一
挙
業
の
淡
箆
案
お
よ
び

我
孫
子
抑
制
市
針
爵
道
協
の
変
更
申
換
を
次
の
と
お
り
縦
鐙

L
ま
す
。

毅
柑
綿
子
都
市
街
磁
土
地
区

域叫就吋
V

に
字
我
火
作
及
び
原
嶋
崎
札
品
衛
人

商
整
開
幡
宮
苧
畿
の
変
褒
祭

内
各
一
認
の
ほ
地

V
都
市
計
憾
の
覆
毅

V
耕
臓
機
場
所
県
総
泌
総
都
市
総
憐
総

裁
孫
子
慾
市
計
問
問
総
本
田
執
南
側
文
総
反
一
お
よ
が
一
市
区
総
務
潔
課

脳
同
経
由
職
事
裁

V
M
向
い
脅
わ
せ
町
民
訓
閥
抗
躍
潔
諜

V
務
術
齢
制
加
闘
を
定
的
る
土
軸
掲
の
区
域

我
相
郁
子
都
市
計
一
泌

終
判
知
子
治
新
本
学
刑
判
黒
、
ザ
ヤ
盤
、
越

選

曲

措

の

変

夜

祭

後
チ
リ
円
余
絡
め
区
域
放
び
に
字
セ
イ

シ
的
資
、
大
安
伽
及
び
来
的
各
…
部

V
総
務
計
盛
時
緩
類

的
区
域
、
布
役
字
問
犬
山
町
内
全
部
内
彼
我
孫
子
都
世
明
治
抽
出
滋
路

期

ザ
十
議
県
内
本
協
同
油
開
業
協
同
総
合
連
合
い
ニ
と
か
ら
、
今
回
閣
の
議
時
期
に
使
用
寺

会
的
指
摘
唱
を
フ
け
、
(
時
間
〉
災
孫
子
中
市
あ
れ
ま
し
h
f句。

ゆ
み
の
鱗
公
社
で
シ
ジ
ミ
の
試
験
幾
鎚
後
継
埼
所
一
は
隊
駒
山
新
邸
命
争
終
沼

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
e

め
は
と
り
に
約
1
0
0
0平
方
じ
め
議

時
宜
磁
さ
れ
て
い
る
シ
ジ
ミ
は
、
合
湾
総
織
が
隊
ら
れ
ま
し
た
。
こ
的
論
時
に
は
、

か
ら
品
開
入
さ
れ
た
叩

y
ジ
ミ
3
6
0
~
匂
ポ
ン
プ
ア
ァ
ブ
怒
れ
た
地
下
水
を
浪
人
。

淡
水
性
で
、
総
舷
寧
が
溺
〈
滋
長
が
単
本
的
成
れ
'
r
r
m
担
問
上
同
対
的
料
開
止
、
品
サ

め
淡
州
慨
を
行
っ
て
い
ま
す
ョ
同
州
制
附
に
膏

て
ば
、
今
符
め
秋
に
は
品
服
部
品
川
?
?
{
ぺ

今
後
3
年
間
諜
絞
り
テ

1
タ
合
主
り
、

ソ
グ
ジ
ミ
狩
り
な
ど
の
緩
光
や
減
反
に
役

立
て
い
き
ま
す
。

ニ
的
?
一
J

ぞ
~
¥
む
か
し
は
子
資
泊

に
も
緩
怠

L
て
い
た
と
い
い
ま
す

ω

V
明
開
削
問
。
。
月
間
日
(
火
)
か
ら
9
月
下

部
ま
で

wv
申
し
込
み
電
認
で
成
後
間
内
営
感
総

時
{
綿

)
2
3
0
0
0
ヘ

智光の白玉jこ

シジミ審議

52 

w
，
慾
市
計
耐
慨
を
緩
め
る
土
品
略
的
民
接

続
孫
子
治
新
木
字
大
作
説
、
南
‘

vd

ヤ
錦
、
品
脳
後
チ
リ
、
メ
明
上
‘
向
上

波
び
京
、
布
弘
事
北
大
作
雫
原
地
来

高
入
、
線
地
、
佐
賀

γ、
浅
間
谷
、
火

機
、
水
戸
‘
金
制
州
知
、
俗
、
校
給
鈴
、

お
回
前
脅
迫
相
自
前
削
及
が
立
鵬
卸
業
ぴ

に
齢
制
々
回
宇
立
野
及
び
一
一
一
畝
制
倒
的
#

…
僚
の
成
城

V
縦
蜘
鵬
場
所

閥
附
州
制
官
財
部
計
泌
総
お
よ
び
市
級
品
巾
計

一幽潔
V
州
問
い
合
わ
せ
都
市
計
爾
認

諸
鵠
繍
、
か
時
嬬
年

こ
れ
ま
で
む
ザ
百
人
ガ
科
鶏

創
刊
薦
者
切
開
「
W

離
間
側
当
初
か
ら
制
刊

嗣
附
し
て
い
ま
令
。
そ
よ
か
ぜ
砕
を

待
つ
閥
均
近
所
内
人
と
の
会
議
も

楽
し
み
の
ご

τ
で
も
、
約
米
中

止
が
と
て
も
残
念
。
叫
制
本
野
に
も

分
的
聞
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
い

と
新
本
努
め
鈴
木
滋
子
荒
々
ん
ロ

ぬ
い
つ
の

g
か
我
孫
乎
で
と
れ
た
シ
ジ
ミ

が
食
卓
じ
め
る
句
}
と
る

本
的
資
し
山
酬
し
を
よ
行
な
ョ
フ
、
文
字
と
お

り
の
ぷ
則
〈
間
四
番
銭
~
開
明
在
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
凶
か
所
、
バ
に
Z
尽
か
ら
4
回

出
一
回
し
て
い
ま
す
。
玲
年
度
の
訓
刊
削
刷
殺

は
約
1
万

z千
人
、
貸
出
冊
数
は
約
4

万
5
予
期
間
で
し
た
a

同
年
間
的
内
耳
山
山
冊

数
累
計
MM
、
約
一
田
万
織
に
の
ぼ
り
ま
す
雪

そ
よ
か
ぜ
常
的
級
統
料
品
開
数
は
3
千
掃

で
、
位
付
日
い
文
法
舎
と
制
見
稼
働
備
に
議
点
を

お
い
て
い
ま
す
除
人
気
が
あ
る
の
は
、

一
役
獲
で
は
機
縁
小
説
や
州
問
後
小
説
‘

児
窓
議
ぞ
は
S
F
-
開
綿
織
も
の
な
νco

品
叩
緩
す
る
本
が
悶
月
あ
た
ら
な
い
場
合
は
、

リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ド
レ
之
内
歌
的
機
内
波

数
と
と
も

ι佼
さ
ん
の
僚
に
お
邪
摩
し

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
終
解
く
だ
普
い
。
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よとの持期、泥棒や痴漢の彼蓄が、そして獲休みが

終ると少年の家出ガ多く怒り法ザ。彼緩や奇襲直賞者を

未然!之主志望言、安全で弱るい役会をき義くため、みな

さんのご協力をお緩いします尋一主義E葉子襲霊祭華喜一

指

諒
Ei艶
す;韓
併や
ちj繍
T撰
騒が
「醸
釘

官
民
は
.
国
容
さ
や
終
放
時
間
な
ど
か
ら
気
F
(
1
6
9
8
件
、
m
w
e
6
一
W
4
1
そ
の

が
緩
み
や
す
く
、
そ
そ
ス
グ
ゅ
お
っ
他
(
6
0
6
件
、
川
市
役
の
制
定
守
っ

て
泥
静
や
爽
漢
が
品
同
行
す
る
と
き
で
す
。
て
い
ま
す
。
判
明
時
間
倒
的
外
務
ぞ
も
必
ず

昭
如
和
昭
年
中
、
祭
出
汁
で
家
患
に
泥
棒
戸
締
り
を
し
も
総
寝
裁
に
は
も
ミ
ウ
一
山
症

が
侵
入
し
た
件
数
は
1
万
5
9
9
r
件
。
戸
締
り
を
確
認
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く

後
人
訪
問
刷
件
数
で
は
、
窓
(
6
6
0
0
だ
さ
い
。
ま
た
、
泥
棒
に
侵
入
さ
れ
や

伶
‘
杭
・
3
%
)
、
玄
隊
一
3
9
3
3
す
い
玄
衡
や
窓
な
ど
に
は
、
主
銭
円
ほ

件
、
部
a
n
o
%
六
勝
手
口
〈
3
1
5
、
か
鱗
助
錠
や
防
犯
べ
ん
を
取
り
付
け
る

7
砂
町
、
m
w
・
7
%
)
、
純
然
・
ベ
ラ
ン
ょ
う
お
紛
い
し
ま
す
'a

吋

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
j
e
l
l
i
-
-
l
l
l
l
l
l
1
1
1
1
1
1
i
j
j
j
i
i
i
i

旬
、
y
i
}
ベ
ル
ト
や
へ
ル
i
F
に
抑
怖
く
緩
か
け
も
蝉
問

地

9

i

l

〆

r的
議

議

芸

叫

ん

与

基

金

縁

〈

よ

ι匂
H

A

V

め
ら
れ
.
火
刑
問
分
の
A
な
う
に
し
っ
か
り
と
絞
め
る

轍瞳

h
s
h

さ

ん

が

議

L

霊

長

義

立

与

滋

に

か

か

亀
F
1
1
4
6
い
ま
す
が
、
市
町
内
問
世
帯
絞
め
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の

亀
岡
献
し
M
F
L
M
V

a制
唱

2
8
e
麺

J

中
に
は
着
用
し
て
い
れ
ば
&
て
へ
ん
ト
が
ね
じ
れ
て
い

昆
湾
宮
、
ば
、
、
、
助
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

4
司

け

し

J

と
忽
わ
れ
る
ケ
i
ス
も
歩

曲
目
白
磁
弘

r目
〈
な
く
あ
り
ま
ぜ
ん
。

国

自

分

の

命

を

守

る

た

め

れ
ド
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
a

s師
シ

ー

ト

ベ

ル

ト

e

*

ν

盤霊童

体
に
傷
跡
を
践
し
な
が
ら
も
ヨ
ン
ト

に
情
熱
を
燃
す
田
村
に
も
、
高
校
卒
業

の
と
き
転
機
が
あ
っ
た
と
い
う

E

当
夜

内
陸
様
で
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
杯
を
一
蹴
し

た
彼
は
、
ヨ
ッ
ト
に
迫
わ
れ
る
毎
日
U

か

ら
逃
れ
る
こ
と
を
考
え
た
台
迷
7
7
心
を

吹
串
飛
ば
し
た
め
が
モ
ス
ク
ワ
況
鈴
強

化
合
織
の
や
総
勺
院
本
9
y
ト
終
的

ト
ヴ
ブ
滋
必
ず
を
凸
闘
の
翁
た
り
い
い

t
た
そ

の
n
u
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ン
ク
山
間
携
を
腕

に
絡
め
た
。

官
開
校
卒
業
と
間
同
時
に
潤
東
自
動
車
工

業
に
入
党
そ
の
と
き
か
ら
先
輩
町
小

間
川
市
嵐
之
(
鴻
歳
)
と
ベ
ア
ー
を
緩
む
。
日

本
で
は
.
こ
れ
だ
け
後
〈
ベ
ア
i
を
紐

み
納
税
け
る
ニ
と
は
珍
し
い
と
い
う
悶
ヨ

こ
の
持
制
捕
、
機
渓
も
治
加
し
ま
す
。

備
期
借
桝
に
融
関
わ
れ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に

絞
殺
し
て
〈
だ
幸
い
。

*
蹴
明
い
噛
端
、
殺
し
い
場
所
で
の
女
性
的

か
と

η瀞
語
以
縫
け
、
跡
地
ま
わ
り
で
も

明
る
〈
人
漁
り
の
多
い
淡
を
級
品
倫

*
知
ら
な
い
人
か
ら
叶
市
中
で
漁
っ
て
あ

げ
よ
ラ
い
な
ど
主
い
う
甘
い
議
機
や
誘

い
に
は
、
き
叫
黙
止
し
た
鰍
肢
で
は
っ
き

り
隣
る
。

*
昂
珂
宅
が
遂
〈
な
っ
た
と
き
は
、
家
族

に
迎
え
に
来
て
も
・
ι
り
う
か
、
タ
ク
シ
ー

を
狗
掃
す
る
e

キ
万
一
に
備
え
て
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を

持
つ
主
?
に
す
る
伶

7J ~寵*

L号霊「昭轍暢轍轡寸
ン 、重苦

i!?白艶智動盟七
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体
み
瞬
材
協
議
酪

吋
裁
の
ひ
で
家
識
を

時
年
的
被
山
酬
や
年
発
見
出
附
殺
人
数
は
を
さ
せ
ら
れ
た
い
な
ど
内
総
憾
な
ヶ
i

主

0
4
0
人
一
う
ち
女
性
は
5
9
6
人
)
。
え
を
綴
い
て
い
ま
す
ゅ

例
年
9
月
は
、
夏
休
み
の
鯵
放
出
削
気
分
予
年
た
ち
を
家
総
か
ら
時
間
ぐ
た
め
じ

が
捻
け
ず
、
家
出
寺
す
る
安
年
が
多
く
山
門
家
経
で
の
触
れ
合
い
や
心
的
交
流

見

ら

れ

ま

す

。

が

第

一

で

す

。

ま

た

、

学

校

、

戦

場

、

特
に
女
子
町
家
山
田
内
場
合
は
、
暴
力
議
域
等
の
人
々
が
一
倖
と
な
っ
て
、
非

同
開
に
狐
わ
れ
易
く
、
い
つ
の
ま
に
か
、
一
行
や
家
出
山
の
き
ざ
し
が
見
、
え
た
少
年
に
、

「
究
事
を
さ
せ
ら
れ
た
¥

J

体
液
労
働
ぷ
湿
の
む
と
声
』
を
か
け
て
や
る
こ
と

も
ふ
人
切
で
す
e

子
供
の
こ
と
で
絡
ん
で
い
る
方
は
、

災
綾
子
燈
鍛
饗
防
総
務
官
{
間
一
0
1
1

交
代
〉
ま
た
は
刷
樹
祭
本
飾
品
糸
線
ヤ
ン

タ
テ
レ
出
ン
勺
ン
タ
i
甜

0
4
7
2

{
撚
)
7
8
6
7
に
ぷ
粉
級
〈
だ
苦
い
。

第務範線灘綴織綿織糊

ソ連@ニモンゴ、ル地域

者へ
議室芝鎗

7
月
の
初
h
町
、
高
田
町
出
を
訪
れ
る
と
、
い
の

自
い
花
穏
を
付
け
た
オ
カ
E

ト
ラ
ノ
オ
が
木
抽
出
れ
お
の
一
筋
と
は
る
下
暗
し

草
む
ら
に
群
が
り
、
同
地
に
時
枯
れ
て
い
た
。
間
同
夜
の
日
喝
の
花
揺
れ
や
ま
ず

オ

カ

ト

ラ

ノ

方

は

出

地

‘

慰

安

の

呂

当

鈴

ポ

孝

た
り
内
よ
い
場
所
に
瞥
過
に
闘
再
ら
れ
る
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
の
名
は
‘
「
丘
虎
の

多
平
背
中
で
、
地
中
に
設
い
地
下
撃
を
伸
閥
均
し
の
葉
小
¥
丘
に
多
く
悶
や
わ
れ
‘
花
吋

ば
し
て
終
鍛
ナ
る
α

擦
の
形
が
ν
ふ
ニ
か
駄
の
織
に
似
て
い
る

廿
臓
は
附
門
給
制
附
叫
し
綴
立
し
、
緩
め
淡
き
と
ニ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
品
。

に
は
似
品
問
的
小
容
な
州
叫
が
時
総
状
ぷ
沢
山
総
山
m
T
は
、
七
八
月
峨
峨
く
の
で

鍛
ま
っ
て
賊
〈
め
で
終
し
い
。
ま
た
、
ポ
ン
パ
ナ
K
M
昨
日
、
キ
特
設
ウ
や
庁
、
之

花
穏
は
心
臓
匁
噌
ず
一
、
途
中
か
ら
同
開
向
き
ナ
チ
y
k
終
に
仏
前
い
供
え
る
附
帆
刷
闘
が

い
い
品
闘
が
り
、
花
は
絞
め
下
制
問
か
ら
ふ
へ
あ
る
と
い
う
。

向
か
っ
て
滋
惑
に
叫
吹
く
の
も
お
も
し
A

d

A

文
・
本
戦
佐
久
間
仇
同
行
}

盤盟諸。

に
慰
労
口
問
(
骨
骨
状
・
銀
杯
)

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
方
々
の

う
ち
年
金
窓
絵
等
を
受
給
し
て
い
な

い
先
に
は
さ
ら
に
慰
労
金
と
し
て

鉛
万
約
一
2
年
俄
港
内
記
名
図
的
山
)

を
交
給
す
る
開
い
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
労
u
聞
の
鱒
議
設
が
駒
山
川
百
余
的
支

ぬ
は
綴
淡
に
総
ベ
ソ
い
て
行
う
こ
止
に

な
っ
て
い
ま
す
。
附
恥
品
河
悶
州
、
附
恥
品
百
品
滅

的
論
ポ
念
し
よ
う
と
す
る
お
は
、
w↑

釦
叫
州
問
念
楽
家
特
別
甘
都
合
か
ら
繍
州
水
機

何
時
争
下
公
け
取
り
品
w
繋
主
滋
践
を
泌
一
、
え

て
、
昭
和
悌
年
3
月
訂
日
ま
で
に
「

お
和
明
念
事
ぶ
革
特
別
基
金
」
に
直
接
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
厚
生
諜
に
も
多
舎
で

す
が
請
求
書
類
を
扱
い
で
あ
り
ま
す
e

こ
の
た
び
、
平
務
総
念
業
袋
持
納
基

V
繍
余
醤
額
の
送
付
・
問
い
合
わ
せ

品
就
等
に
泌
す
る
必
然
が
後
匁
e
戦
後
‘
一
T
1
1
2
東
京
都
文
京
区
大
嫌
5
3
3

ソ
滅
又
は
モ
ン
が
ん
の
地
域
日
い
お
い
て
i
日
平
和
情
念
ポ
併
殺
特
別
基
金
業
務
第

綴
抑
制
約
仰
附
さ
れ
た
お
で
滋
本
に
品
開
滋
L
2
滋
情
的
{
9
4
5
)
4
7
9
3

昨
年
9
汚
か
ら
佼
庁
舎
(
品
柏
市
経
戸

字
潟
凶
町
ム
ロ
4
1
1
丹
江

J

で
業
務
を
行

っ
て
き
た
柏
係
縫
保
m
H
M
‘
9
悶
月
日
刊
日
、

新
し
い
昨
リ
舎
へ
移
転
し
ま
す

G

移
転
換

品問MMNM齢制
ξ
お
じ
総
務
柏
Z
5
5
岱
削

1
2
5
6
{
上
山
間
岡
谷
線
〉

G

m
w
n
l
m
m
か
ら
務
庁
食
小
、
持
病
靴
怖
を
附
附

品
開
し
ま
ナ
が
、
こ
の
移
転
心
待
い
下
絞

め
義
務
が
一
錦
繍
然
数
〈
下
線
品
世
繍
)
に

な
り
ま
す
。
ご
総
裁
〈
だ
菩
い
相

務
庁
殺
は
、
ベ
ー
ジ
ュ
色
を
一
基
繍
し

祖盟
鵠 1
錨見
現議
議議

め

韓
曾盟
ヘ顧
窃へ
思

踊

た
一
一
一
階
建
て
で
、
床
逝
日
聞
は
担
庁
品
目

の
約
2
情
、
手
狭
だ
っ
た
検
査
室
、

精
神
相
談
室
、
健
康
診
断
室
、
栄
養

釜
な
r
内
拡
擦
が
領
内
れ
て
い
ま
す
a

v問
い
合
わ
せ
保
健
所
(
船
出
庁
舎
)

総
務
総
世
円
以
)
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。2事光君主子機(仁TA摂〉からtJん主要

緩め主主喜ちにと襲撃IすガありEまし絞o

¥')声質急務主菜子1:::'1-ノVジみず機会様
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ま喜重量、ハガキ者ま絡参のうえ、ヂ望書

簡二子薬港4-3 干薬害翼E詩人総業
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懇談本義話通信格帯縁、31'遠望警建議

センタ"の受学なとゴ係鎚ガbili数接接

内唱をします。

ココ警霊祭音楽隊の派遣霊E告し込みは匁
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